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　教師が、主体的な児童の姿（粘り強く取組みを行おう
としていること、自らの学習を調整しようとすること）の
育成を目指し、この観点に則った評価をする。（１０
０％）

主体的に取り組む授業の創造

対話によって深まる授業の創造

地
域
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学
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り
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の
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まちづくり協議会との協働の推進

「なりたい自分」を大切にした取り
組みの充実①

マトリックスを活用した授業改革

煥章学の充実

地域に発信する活動

「なりたい自分」を大切にした取り
組みの充実②
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本年度新たな学校の重点
具体的な実践内容または観点

（手立てとしてどうか、または達成度はどうか）
分析と改善点

学校運営協議会における主な評価内容

・今年度から「楽しい授業の花（掲示）」を作成し、月ごと
に「つけたい力」を子供たちに示したことで、全校体制で
同じ歩調で授業の向上を図ることができた。掲示を利用
して、学級ごとに必ず振り返りをすることができた。
・授業における職員、児童の交流の場面が増え、多くの
実践を積み重ねることができた
・児童が主体的に考え、仲間と対話をするなど、考えを深
めるための学習を多く取り入れてきた教員（９７％）。
・タブレットの活用や仲間との意見交流や自分で考えるこ
とで楽しく学ぶことができた児童（９７％）
▲楽しい授業の花の利用方法や児童の姿についての評
価方法について職員間での実践の共有ができるとよかっ
た。

　教師が、対話を通して深まる授業の具体を共通理解
し、様々な課題解決のための手法として対話が生かさ
れる授業の実践を積む。（「授業では仲間との対話を
通して学ぶことが多くあった。」と思う児童９０％以上）

　掲示　「楽しい授業の花」を活用し、児童自らが、授業
への取り組みの高まりを実感したり、課題を確認したり
する。（「学級で楽しい授業の花を使って、振り返りがで
きた。」と思う児童９０％以上）

・目当ての設置、取り組み、振り返りについて、学年に応
じた方法が共有され、全校体制で進めることができた。
・学級の中で、仲間や教師からの認めがあり、取り組み
が進んでいない児童については、教員からの励ましや助
言があった。
・なりたい自分に向かって、よい取り組みができたと思う
児童（９６％）
▲学級ごとの差をなくすために、この取り組みをより効果
的にするための方法が共有できるとよい。低学年は、目
標設定と評価の仕方に難しさがあった。

【学校経営全体計画】　内容的には前年度の継承でよい。「主体的」「自ら動く」とはどういうことか、教職員、保護者共に考
え、児童一人ひとりが自ら学ぼうとする教育活動を創造したい。
【岩滝小学校との合併について】　今から両校で学校経営についてのすり合わせをしていく必要がある。今のユニバーサルデ
ザイン学校を継承していくのかについて等。

・外部講師やまち協による授業がとても充実していた。今
年度の活動の評価をし、来年度の実践につなげる。
・地域の方との交流が多く、楽しく活動することができた。
発表する機会もあり、児童の動機付けになり、学んだこと
を工夫して伝える姿があった。
・担任がまち協に出かけ、どんな活動をしたいと思ってい
るか伝え、まち協からの良い提案があり、児童に多様な
学びを提供することができた。
・地域の方から学んだりする学習に進んで取り組むことが
できたと思う児童（９３％）
▲学習発表会がよい目標となった。来年度以降の発表会
の形については、今後検討する必要がある。

　学年に合わせた「なりたい自分」カードを利用し、めあ
ての設定と取り組み、振り返りがどの学級でも適切に
進めることができる。（全ての学級）

　学級で「なりたい自分」の内容についてこだわるため
の手立てがあり、仲間同士、または教師からの認めが
日常的にある。(全ての学級）

　どの学年も、地域で、または地域の方から学ぶ活動
を通して、地域を知り、ふるさとへの興味関心を高める
ことができる。（「地域についての学習に興味をもって
取り組んだ」と思う児童９０％以上）

　１５０周年記念式典での煥章学の発表では、保護者
や地域の方とのやりとりをしながら、自分の言葉で伝
えようとすることができる。（「やりとりをしながら、自分
の言葉で伝えることができた」と思う児童９０％以上）

　まちづくり協議会との協働を行う際に、対話や活動を
共にする中で、新しい協働のあり方を考え、実行する。
（できたと答える教員が１００％）
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